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教
主
さ
ま
お
作
　
灰
釉
茶
盌
「
蘭ら
ん
そ
う草
」

　【
元
屋
敷
土
、
元
屋
敷
フ
ジ
バ
カ
マ
釉
】

そ
れ
ぞ
れ
に
真ま

ね似
の
で
き
な
い
長
ち
ょ
う
し
ょ

所
あ
り

い
か
な
る
人ひ
と

も
侮
あ
な
ど

る
な
ゆ
め【 

尊
師
　
出
口
日
出
麿 

】
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大
本
総
代
・
群
馬
主
会
長　

朝　

倉	

暢　

子

人
類
愛
善
活
動
の
実
践
を

　

年
始
め
の
記
録
番
組
で
、
亀
岡
の
市
職
が
２
年
か
け
て
レ
ジ
袋
禁
止
条
例

を
可
決
さ
せ
た
事
を
知
り
感
動
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
地
元
桐
生
市

も
、
そ
の
一
カ
月
程
前
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
持
ち
帰
り
容
器
の
プ
ラ
ご
み
が
増

え
る
と
し
、
市
内
店
舗
に
再
生
可
能
な
容
器
購
入
費
の
補
助
金
十
万
円
を
支

給
し
ま
し
た
。
元
々
、
桐
生
市
は
自
然
分
解
し
易
い
容
器
を
使
用
す
る
流
れ

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
両
市
と
も
「
小
さ
い
一
歩
で
も
歩
み
出
す
事
が
大

切
」
と
の
考
え
か
ら
で
『
０ゼ
ロ

は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
０
だ
が
、
１イ
チ

は
無
限
大

に
繋
が
る
』
と
の
恩
師
の
言
葉
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

か
た
や
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
世
界
的
必
需
品
と
さ
れ
る
使
い
捨
て
マ

ス
ク
が
『
コ
ロ
ナ
ご
み
』
と
し
て
海
洋
汚
染
の
大
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
身
の
回
り
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
目
を
向
け
る
だ

け
で
も
心
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

話
は
前
後
し
ま
す
が
、
今
年
の
教
団
方
針
に
人
類
愛
善
会
活
動
が
併
記
さ

れ
、
熱
い
想
い
で
拝
見
し
ま
し
た
。
聖
師
さ
ま
が
人
類
愛
善
会
を
発
会
さ
れ
、

初
代
総
裁
に
就
任
さ
れ
た
の
も
、
大
本
の
御
教
え
を
世
に
広
く
実
践
に
移
さ

れ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
拝
察
し
ま
す
。
二
代
さ
ま
も
『
火
・
水
・
土
』
の
大

切
さ
を
多
く
の
お
歌
に
詠
ま
れ
、
そ
の
後
の
三
代
さ
ま
の
『
少
し
貧
し
く
、

少
し
ひ
も
じ
く
。
少
し
寒
く
』
と
の
お
言
葉
は
簡
潔
に
こ
れ
ら
を
ご
教
示
く

だ
さ
っ
た
と
受
け
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
に
入
り
『
ウ
ル
バ
100
』
と
し
て
実
践
活
動
の
詳
細
が
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
時
を
経
て
、
こ
の
た
び
新
た
に
『
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
100
』
と
し
て
、
今
風
に

進
化
し
た
実
践
項
目
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
昨
今
、
世
界
で
注
目
さ
れ
て
い
る

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
で
す
が
、
こ
れ
は
六
年
程
前
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、

内
容
的
に
は
人
類
愛
善
活
動
項
目
と
、ほ
ぼ
重
な
り
、正
に
『
型
を
出
す
大
本
』

の
面
目
躍
如
で
、
今
後
１
年
、
３
年
、
５
年
と
、
私
た
ち
信
徒
が
実
践
し
て

い
く
事
で
、
未
来
の
世
界
が
変
わ
る
節
目
に
な
る
と
信
じ
る
も
の
で
す
。



令和３年（2021）

　　　　　　　　　
　　　　　　　　〜大本ホームページを見てみましょう〜

DVD作成しました

　　
1111
日
（
土

日
（
土
））  

午
後
３
時
〜
（
時
刻
変
更
）

午
後
３
時
〜
（
時
刻
変
更
）

全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
祭

全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
祭

　　
1212
日
（
日
（
日日
））  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭
・
長
寿
感
謝
祭
・

東
光
苑
月
次
祭
・
長
寿
感
謝
祭
・

交
通
安
全
祈
願
祭
・
秋
季
合
同
慰
霊
祭　

交
通
安
全
祈
願
祭
・
秋
季
合
同
慰
霊
祭　

1515
日
（
水

日
（
水
））  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

		

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

（
配
信
）

　　

		

講
題　

大
本
三
代
教
主

講
題　

大
本
三
代
教
主

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

出
口
直
日
の
歌
の
心

出
口
直
日
の
歌
の
心

　
　
　

　
　
　
　　

講
師　

佐
々
木
敏
朗

講
師　

佐
々
木
敏
朗
（（
大
本
楽
天
社
代
表

大
本
楽
天
社
代
表
））

　　
2323
日
（
木
）
午
前

日
（
木
）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

　
　
　
　
三
代
教
主
毎
年
祭

三
代
教
主
毎
年
祭

　　
2525
日
〜
日
〜
2626
日
（
土
〜
日
）

日
（
土
〜
日
）

　
　

東
光
苑
大
道
場
修
行

　
　

東
光
苑
大
道
場
修
行
（
前
半
）

（
前
半
）

※
行
事
の
延
期
や
中
止
、
祭
典
の
参
拝
を
ご
遠
慮
い
た

※
行
事
の
延
期
や
中
止
、
祭
典
の
参
拝
を
ご
遠
慮
い
た

だ
く
な
ど
、
予
定
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

だ
く
な
ど
、
予
定
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

東光苑月次祭の参拝について
　

　東光苑月次祭は、緊急事態宣言中はご参拝をご遠慮いただき、緊急

事態宣言が解除されれば、各機関からの代表参拝とさせていただきま

す。皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほど

よろしくお願いいたします。

　なお、祭典の模様は、大本東京本部の信徒専用ページからライブ配

信いたします。また、通常のご参拝は可能です。ただし、ご宿泊につ

いては、都内の感染者数が収まるまで、しばらくの間、受付いたしま

せんので、ご了承願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大本東京宣教センター

  

９９
月  

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

東光苑オンライン講座
9⺼ 15日（水）19：00 〜

大本三代教主・出口直日の歌の心
　講師：佐々木敏朗（大本楽天社代表）

「直日さんの作品に一貫しているのは、純真である。タッ
チの鮮やかさも、色彩の華やかさも無いが、線に素朴と
潤いがある。その作品は直日さんの人柄のように、一本
強い芯が通っていながら、こせつかず、何となく大らか
で、温かい包容力をもっている」
　　　　　　　　　　　　　　 アララギ歌人　夏山茂樹

大本東京本部ホームページでご覧ください！

　

７
月
東
光
苑
月
次
祭
は
７
月
11
日
午
前
10
時

30
分
か
ら
、
斎
主
・
柿
崎
哲
男
総
務
管
理
課
長

の
も
と
執
行
さ
れ
、
66
人
が
参
拝
し
た
。

　

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
関
東
教
区
主
会
長
を
は
じ
め
、
各
分
所
・

支
部
か
ら
代
表
参
拝
を

お
願
い
し
て
の
祭
典
と

な
っ
た
。
祭
員
は
茨
城

主
会
が
、
ま
た
大
本
神

諭
拝
読
は
秋
山
智
千
葉

主
会
長
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作

東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長

が
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

東
光
苑
月
次
祭
を
執
行

み
ろ
く
の
春

出
口 

紅 

作
陶
展

○
出
口
王
仁
三
郎
の
作
品
と
同
じ
よ
う
な

作
品
か
と
思
っ
て
来
訪
し
ま
し
た
が
、
全

く
違
い
ま
し
た
。
実
に
落
ち
着
い
た
素
晴

ら
し
い
作
品
で
し
た
（
一
般
・
男
性
）

○
き
れ
い
な
色
彩
の
作
品
の
第
一
印
象
が

と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
帰

る
頃
に
は
素
朴
な
色
彩
の
作
品
が
心
に

残
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
て
自
分

自
身
驚
き
ま
し
た

（
一
般
・
男
性
）

○
教
主
さ
ま
の
お
作

品
を
初
め
て
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
て
も
素

晴
ら
し
く
、
素
敵
で

し
た
（
一
般
・
女
性
）

東光苑 東光苑 大道場修行大道場修行
　下記の日程で東光苑大道場修行を開催します。
コロナ感染防止対策のため、日帰りで実施します。
皆さまのご参加をお待ちしております。

記

日　時　９月 25日～ 26日（土・日）　前半
　　　　10月 2　日～　3日（土・日）　後半
　　　　各日 : 午前 10時開始～午後 3時半終了
会　場　大本東京本部・東光苑
内　容　大道場修行初日の「大本の出現」～３日目
　　　　の「座談会」まで（天恩郷での「大本の使
　　　　命」、梅松苑での講座を受講すると、全日
　　　　程の修了となります）
参加費　各日 500 円（昼食費を含む）
　　　　※別途「修行のしおり」1,000 円（お持

ちでない方）
定　員　10人（定員に達し次第、締め切り）
申　込　氏名・所属・食事・テキストの要否を明

記の上、下記までお申し込みください	
東京宣教センター愛善宣教課　

　　　　（担当・西山桂一郎）
　　　　Mail　k-nishiyama@omoto.or.jp
															Tel　03-3821-3701

締　切　９月 18日（土）

インターネット初心者の方必見！

※お求めの方は
大本東京本部までご連絡ください。
　　　　　　Tel  03-3821-3701

   

感
想
・
ア
ン
ケ
ー
ト
紹
介　

収録時間 20分で一挙紹介

● 大本ホームページの立上げ方（解説）

● 大本ホームページの見方

● YouTube チャンネル視聴の仕方

● ホームページ「信徒専用ページ」　   

　 の見方〜ライブ配信の視聴の仕方

● 大道場講座（動画）視聴の仕方

● 東京本部ホームページの紹介

　　 など様々な内容を収録しています。

収 録 内 容


